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建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
、
札
幌
地
裁
は
２

月
14
日
、
「
国
の
責

任
を
認
め
る
」
と
判

決
し
た
。
全
国
６
地

裁
の
う
ち
、
横
浜
を

除
く
東
京
、
福
岡
、

大
阪
、
京
都
に
続
い
て
５
例
目
の

勝
利
判
決
で
は
あ
る
が
▼
ア
ス
ベ

ス
ト
は
「
奇
跡
の
鉱
物
」
と
し

て
、
耐
火
・
耐
熱
・
安
価
で
加
工

性
に
す
ぐ
れ
、
多
く
を
建
材
に
使

用
さ
れ
て
き
た
▼
６
年
目
を
む
か

え
る
３
月
11
日
、
「
未
曾
有
」
の

災
害
で
あ
っ
た
が
、
津
波
、
原
発

で
の
被
害
と
同
様
、
問
題
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
▼
阪
神
淡
路
大
震
災

で
、
後
に
表
面
化
し
た
ガ
レ
キ
処

理
で
の
問
題
で
あ
る
。
震
災
直

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
精
力

的
に
行
っ
た
タ
レ
ン
ト
藤
本
義
一

さ
ん
は
、
中
皮
腫
と
い
う
ガ
ン

で
、
数
年
前
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
病
は
ア
ス
ベ
ス
ト
で
し

か
か
か
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い

る
。
一
般
の
人
だ
っ
た
ら
、
人
知

れ
ず
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
▼
東
日
本
大
震
災
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
間
の
熊
本
地
震
を
は
じ

め
、
様
々
な
災
害
現
場
で
同
じ
よ

う
な
犠
牲
者
が
い
る
、
い
る
で
あ

ろ
う
、
と
想
像
す
る
に
は
難
し
く

な
い
▼
建
物
を
造
る
、
こ
わ
す
、

こ
わ
れ
た
際
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
す
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
▼
昨

年
１
月
の
京
都
地
裁
で
の
建
材
メ

ー
カ
ー
の
責
任
を
認
め
た
判
決
に

も
関
わ
ら
ず
、
「
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
建
材
が
発
症
の
原
因
に
な
っ
た

か
立
証
で
き
な
い
」
と
、
一
歩
後

退
し
た
判
決
で
あ
る
。
今
こ
そ

「
公
正
な
判
決
」
と
す
る
署
名
の

重
要
が
問
わ
れ
る
時
だ
。
Ｗ
・
Ｙ

３
・
４
月
の
主
な
日
程

～

３
月

～

18
日(

土)

市
民
の
会
学
習
会

23
日(

木)

法
律
相
談

26
日(

日)

集
団
健
診

※
駅
宣
＝

21
・
24
・
27
日

～

４
月

～

３
日(

月)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

４
日(

火)

常
任
執
行
委
員
会

５
日(

水)

役
員
立
候
補
〆
切

６
日(

木)

執
行
委
員
会

９
日(

日)

支
部
定
期
大
会

16
日(

日)

活
会
・
出
陣
式

※
駅
宣
＝

８
・
24
日

駅
宣
は
時
間･

場
所
の
確
認
を

「
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
東
京

土
建
の
み
な
さ
ん
と
、
防
災
協
定

を
結
べ
る
の
は
、
本
当
に
心
強
い

ば
か
り
で
す
」
と
、
３
月
３
日
の

午
後
、
防
災
協
定
の
調
印
式
で
、

邑
上
市
長
が
は
じ
め
に
話
し
た
言

葉
で
し
た
。

今
回
の
防
災
協
定
は
、
主
に

「
災
害
時
の
人
的
救
助
」
に
つ
い

て
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
の
間
、
支
部
の
ま
ち
の

救
助
隊
・
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ

を
中
心
に
、
行
っ
て
き
た
活
動
が

実
を
結
ん
だ
も
の
で
す

防
災
協
定
の
調
印
式
に
は
、
武

蔵
野
市
か
ら
、
邑
上
市
長
・
堀
井

副
市
長
・
防
災
安
全
部
の
山
本
部

長
が
出
席
し
、
支
部
か
ら
は
、
金

子
委
員
長
・
渡
辺
副
委
員
長
・
矢

内
書
記
長
・
須
藤
書
記
次
長
、
そ

し
て
本
部
か
ら
仕
事
対
策
の
松
広

常
駐
中
執
・
根
釜
担
当
書
記
が
参

加
し
ま
し
た
。

調
印
式
後
の
懇
談
で
は
、
堀
井

副
市
長
か
ら
「
私
た
ち
市
の
職
員

か
ら
す
る
と
、
人
命
救
助
に
お
い

て
、
道
具
を
持
っ
て
い
て
、
家
の

構
造
を
知
っ
て
い
る
東
京
土
建
の

み
な
さ
ん
の
力
は
大
き
な
存
在
で

す
」
な
ど
と
、
建
設
業
に
従
事
す

る
組
合
員
の
み
な
さ
ん
を
高
く
評

価
。
防
災
安
全
部
の
山
本
部
長
か

ら
は
「
武
蔵
野
市
の
防
災
訓
練

や
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
で
も
、

東
京
土
建
の
み
な
さ
ん
に
も
協
力

を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
要
請
が
さ

れ
ま
し
た
。

金
子
委
員
長
か
ら
「
私
た
ち
も

今
回
の
締
結
を
機
に
、
も
っ
と
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
、
学
習
や

訓
練
を
し
て
い
き
、
万
が
一
の
時

に
、
力
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

今
後
、
市
と
連
携
を
す
す
め
る
な

か
で
、
支
部
と
し
て
、
ま
ち
の
救

助
隊
を
中
心
に
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
取
り
く
み
強
化
に
つ
い
て
、
話

し
を
し
ま
し
た
。

本
部
仕
事
対
策
部
の
松
広
常
駐

中
執
か
ら
は
、
東
京
都
段
階
の
防

災
協
定
で
武
蔵
野
市
は
、
東
京
62

自
治
体
の
な
か
で
、
34
番
目
の
防

災
協
定
と
な
っ
た
こ
と
、
東
京
土

建
が
こ
の
間
は
た
し
て
き
た
役
割

な
ど
を
市
長
な
ど
に
伝
え
、
今
回

の
防
災
協
定
締
結
の
意
義
に
つ
い

て
話
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
「
ま
ち
の
救
助
隊
」

の
活
動
へ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
書
記
局
・
千
葉
む
つ
み
記
】
政

治
は
本
来
、
生
活
の
延
長
戦
上
に

あ
る
も
の
で
す
。
い
つ
か
ら
か
私

た
ち
の
生
活
と
か
け
離
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら

楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
、
今
、
目

の
前
に
あ
る
危
険
な
状
況
を
伝
え

た
い
。

そ
ん
な
共
通
の
思
い
で
集
ま
っ

た
８
団
体
（
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
早
稲
田
大
学
有
志

の
会
／
肉
球
新
党
／
パ
パ
マ
マ
ぼ

く
の
脱
原
発
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
武
蔵

野
・
三
鷹
／
国
会
前
希
望
の
エ
リ

ア
／
パ
ピ
ド(

P
a
p
i
d
)

／
オ
ー

ル
め
ぐ
ろ
の
会
／
市
民
連
合
め
ぐ

ろ
・
せ
た
が
や
／
戦
争
法
を
な
く

し
た
い
！
オ
ー
ル
市
民
の
会
）
が

２
月
12
日
に
、
自
由
が
丘
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た

自
由
が
丘
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
で
は
、
〝
フ
ラ
ッ
シ

ュ
モ
ブ
〟
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
漫
談
で
「
憲
法
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
訴
え
、
そ
の

周
り
で
Ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
「
わ
た

し
の
将
来
、
大
丈
夫
な
の

？
」
を
配
布(

＊
Ｚ
ｉ
ｎ

ｅ
は
マ
ガ
ジ
ン
の
略
で
小

冊
子
と
い
う
こ
と
）
。
明

る
く
楽
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
で
沿
道

の
人
た
ち
の
関
心
も
高
く
、
ま
た

若
い
人
た
ち
の
反
応
が
良
く
「
自

由
が
丘
・
最
高
！
」
で
す
。

私
た
ち
も
横
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
仲
間
が
い
る
こ
と
の
心
強
さ

が
頼
も
し
か
っ
た
。
こ
の
輪
が
も

っ
と
も
っ
と
広
が
り
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
安
倍
暴
走
政
治
を
止

め
る
！

市
民
や
関
係
諸
団
体
な
ど
の
会

員
か
ら
の
住
宅
相
談
の
受
け
皿
と

し
て
、
支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
運
動
的
な
面
も
持
ち
合

わ
せ
た
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
で
は

あ
り
ま
す
が
、
市
民
な
ど
に
喜
ば

れ
る
や
り
が
い
あ
る
住
宅
セ
ン
タ

ー
で
す
。

昨
年
９
月
に
あ
ら
た
に
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」

の
会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

随
時
、
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
問
い
合
わ
せ
は
支
部
ま
で
）
。

同
時
に
、
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
セ
ン
タ
ー(

三
鷹
市
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
事
業)

の
会
員
も

募
集
し
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
他
、
建
設
ユ
ニ

オ
ン
・
武
蔵
野
建
設
・
三
鷹
商
工

会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
。
三
鷹

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ

の
登
録
に
は
、
支
部
の
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
員
で
あ
り
、
三
鷹
市
在
住

か
三
鷹
市
に
会
社
が
あ
る
組
合
員

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

労動保険に加入していますか。

人を1人でも雇用したら、労災保険・雇用保

険の加入が必要となります。

また、特に事業を営む事業主や役員、事業主

と同居の親族、一人親方の方は、労災の「特別

加入」に加入していなければ、仕事中のケガな

ど、何の補償もありません。労災保険は、みな

さんの労災事故保障と、事業・家族を守る大切

な制度です。

建設業の労災保険・雇用保険は、東京土建で

加入しましょう。

今年の更新は、以下のように行います。詳細

については、送付する個別のご案内を参照くだ

さい。

なお、新規については随時受け付けます。

☆手続き受付期間

○一人親方･･･

３月１６・１７日、２２・２３日

○事業所(完全予約制)･･･

４月１７日～２１、２３～２６日

※受付時間はいずれも

午前１０時～１１時３０分

午後１時～３時となります。

※会場はいずれも、支部会館２階

※事業所の特別加入・一人親方で、金額変更

や脱退をする場合は、３月中に手続きが必要

となります。

自由が丘駅前でフラッシュモブ

右から、根釜本部書記、松広本部常駐中執、邑上武蔵野市長、
金子委員長、矢内書記長、須藤書記次長



み ち し る べみ ち し る べ ( 2 )２０１７年 ３月１０日第 ２４ 号

話題の新作映画や美術展などに、ご家

族で観に行きませんか。

下記以外の映画も多数あります。ご注

文は早めに(下記は一例)。

＜映画券＞

☆クレヨンしんちゃん 宇宙人シリリ

☆美女と野獣 ☆グレートウォール

☆バーニング・オーシャン

☆暗黒女子 ☆はらはらなのか。

☆T2 トレインスポッティング

＜美術展など＞

☆ディズニー・アート展

☆ボイマンス美術館所蔵

ブリューゲル「バベルの塔」展

など多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」の

ＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所

０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から

一律５００円です。

◇
木
造
建
物
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

５
月
30･

31
日

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
11･

12
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
11･

12
日

◇
建
築
物
等
の
鉄
骨
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
６･

７
日

◇
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
26･

27
日(

今
年
度
は
今
回
の
み)

◇
地
山
及
び
土
止
め
作
業
主
任
者

[

と
き]

５
月
９･

10
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
18･

19
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
11･

12
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
26
～
28
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
４
月
６･

７
日
、
②
５
月
10･

11
日

◇
足
場
特
別
教
育(

既
従
事
者)

[

と
き]

①
４
月
18
日
、
②
５
月
２
日

◇
石
綿
特
別
教
育

[

と
き]

①
４
月
17
日
、
②
５
月
23
日

◇
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育

[

と
き]

４
月
６
日

◇
自
由
研
削
砥
石

[

と
き]

①
４
月
18
日
、
②
５
月
24
日

◇
丸
の
こ
熱
中
症
セ
ッ
ト
コ
ー
ス(

特
別
教
育)

[

と
き]

①
４
月
19
日
、
②
５
月
25
日

◇
石
綿
・
電
動
工
具
セ
ッ
ト
コ
ー
ス(

特
別
教
育)

[

と
き]

①
４
月
17
～
19
日
、
②
５
月
23
～
25
日

◇
玉
掛
技
能
講
習(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

[

と
き]

①
４
月
14
～
16
日
、
②
５
月
10
～
12
日

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

[

と
き]

４
月
13
～
15
日

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

整
地)

特
別
教
育

[

と
き]

４
月
14･

15
日(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

解
体)

特
別
教
育

[

と
き]

４
月
16
日(

西
多
摩
支
部
で
開
催)

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

自
分
で
つ
く
っ
た
お
米
を
、
自

分
で
つ
く
っ
た
味
噌
の
味
噌
汁
で

い
た
だ
く
企
画
と
し
て
、
米
づ
く

り
に
参
加
し
た
家
族
な
ど
を
対
象

に
『
味
噌
づ
く
り
体
験
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

味
噌
の
材
料
と
な
る
大
豆
は
、

米
づ
く
り
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
、
朝
日
里
山
学
校
に
お
願
い
を

し
て
、
無
農
薬
で
育
て
ら
れ
た
青

大
豆
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

同
じ
茨
城
県
や
さ
と
で
育
っ
た
青

大
豆
、
米
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

た
家
族
の
想
い
が
つ
ま
っ
た
体
験

で
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
津
田
さ
ん
は
、
「
冷

え
る
と
大
豆
を
潰
す
の
が
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
想
像
す
る
よ
り
簡
単

に
で
き
た
」
と
、
自
分
で
つ
く
っ

た
味
噌
を
う
れ
し
そ
う
に
見
て
い

ま
し
た
。

今
回
は
、
味
噌
を
つ
く
る
指

導
を
、
主
婦
の
会
の
東
山
さ
ん

(

牟
礼
分
会)

と
、
升
川
さ
ん

(

新
中
分
会)

に
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

当
日
の
欠
席
も
あ
り
、
少
数

精
鋭
で
の
開
催
で
し
た
が
、
次

年
度
は
、
多
く
の
家
族
と
『
食
を

考
え
る
』
体
験
企
画
と
し
て
、
大

き
く
成
功
を
さ
せ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

食
育
・
食
を
考
え
る
企
画
で
好
評
の
「
米
づ
く
り
体
験
」
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
杉
並
支
部
と
交
流
し
な
が
ら
の
体
験
企
画
と

な
り
ま
す
。

[

と

き]

４
月
30
日(

日)
[

と
こ
ろ]

茨
城
県
石
岡
市

[

参
加
費]

大
人(

中
学
生
以
上)

２
５
０
０
円
。

子
ど
も(

小
学
生)

１
０
０
０
円
、
未
就
学
児
・
無
料

※
両
親
と
子
ど
も
の
参
加
で
１
０
０
０

円
引
き

[

申
込
み]

分
会
に
配
布
さ
れ
る
申

込
書
に
記
入
の
上
、
支
部
事
務
所
ま
で

申
込
み
を(

〆
切
４
月
24
日)

。

[

定

員]

先
着
１
０
０
人
で
〆
切

【
上
連
雀
分
会
・
井
藤
五
郎
教
宣

部
員
記
】
こ
の
跨
線
橋
が
何
時
ご

ろ
造
ら
れ
た
の
か
、
私
は
ハ
ッ
キ

リ
し
た
こ
と
は
知
ら
な
い
が
、
た

ぶ
ん
現
在
の
武
蔵
野
市
役
所
西
隣

に
あ
っ
た

中
島
飛
行

機
会
社
に

勤
め
る
人

の
た
め
の

引
き
込
み

線
が
、
昭

和

40
年

ご

ろ
ま
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
関
連
で
造
ら
れ

た
陸
橋
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
以

前
、
こ
の
跨
線
橋
の
下
に
私
の
職

場
が
あ
っ
た
せ
い
で
、
色
々
な
こ

と
が
想
い
出
せ
ま
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
利
用
す
る
人

は
少
な
く
、
朝
夕
の
通
学
生
、
午

後
は
足
腰
を
鍛

え
る
た
め
に
や

っ
て
く
る
登
山

部

の

学

生

た

ち
、
２
・
３
年

に

１

度

ぐ

ら

い
、
映
画
か
テ

レ
ビ
ロ
ケ
の
撮

影
に
利
用
さ
れ

た
り
も
し
ま
し

た
。
夏
は
階
段
上
で
夕
涼
み
し
た

り
、
冬
は
雪
を
被
っ
た
富
士
山
が

西
の
夕
焼
け
空
の
な
か
で
小
さ
く

輝
い
た
様
を
見
て
慰
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
時
々
物
思
い
に
沈
ん
だ

人
を
階
段
上
で
見
る
と
、
「
こ
の

人
、
大
丈
夫
か
な
」
と
、
心
配
し

た
も
の
だ
が
、
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト
が

前
面
に
張
ら
れ
た
の
で
安
心
し
た

想
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
に
な
っ

て
は
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
跨

線
橋
で
す
が
、
何
時
ま
で
も
残
し

て
ほ
し
い
不
思
議
な
陸
橋
で
す
。

こ
の
近
く
に
仕
事
場
を
持
っ
て

い
た
、
晩
年
の
太
宰
治
が
、
こ
の

跨
線
橋
で
撮
っ
た
写
真
が
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
嶽
百
景

に
出
て
く
る
太
宰
の
名
言
「
富
士

に
は
月
見
草
の
良
く
似
合
う
」
に

ち
な
ん
で
、
「
太
宰
に
は
跨
線
橋

が
良
く
似
合
う
」
を
贈
り
た
い
。

跨線橋を登る階段にも趣きが

戦
争
法
を
な
く
し
た
い
！
オ

ー
ル
市
民
の
会
で
は
、
戦
争
法

を
な
く
す
に
は
、
様
々
な
分
野

で
つ
な
が
り
、
政
治
を
変
え
て

行
く
こ
と
と
、
連
続
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
ま
す
。
今
回

は
そ
の
第
１
弾
。

今
回
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
や
東
電
の
記
者
会
見
な
ど
に

参
加
し
、
福
島
第
一
原
発
の
真

実
を
追
い
続
け
て
い
る
春
橋
哲

史
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
「
３

・
11
か
ら
６
年
、
福
島
第
一
原

発
は
、
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
」
と
題
し
て
、
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

［
と
き
］
３
月
18
日(

土)

午
後
６
時
30
分
か
ら

［
と
こ
ろ
］
三
鷹
市
消
費
者
活

動
セ
ン
タ
ー
３
階

［
参
加
費
］
無
料

家族みんなで〝美味しくなあれ〟と想いを込めて

太宰には跨線橋が似合う

【
新
川
分
会
・
江
野
宗
太
郎
記
】

今
年
で
５
回
目
と
な
っ
た
新
川
分

会
「
恒
例
ロ
ン
グ
ラ
ン
新
年
会
」

は
、
２
月
５
日
の
日
曜
日
に
、
京

王
線
永
山
「
竹
取
の
湯
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

朝
９
時
か
ら
夕
方
６
時
ま
で
朝

風
呂
に
入
り
、
好
き
な
飲
み
物
と

料
理
、
そ
し
て
昼
寝
と
、
２
度
目

の
お
風
呂
、
締
め
は
ク
リ
ー
ム
ソ

ー
ダ
。

分
会
統
合
に
よ
り
今
年
で
最
後

に
な
っ
た
「
新
川
分
会
新
年
会
」

に
、
は
じ
め
て
参
加
し
た
仲
間
は

大
満
足
、
新
宿
行
き
窓
越
し
に
手

を
振
る
姿
に
お
疲
れ
さ
ん
。

参
加
し
た
仲
間
も
大
満
足

全ての材料まぜて出来上がり

双葉町に残された原発推進看板


